
令和７年度彩の国ボランティア体験プログラムレポート 

１ プログラム名 高齢者デイサービス体験（七夕飾りづくり・かき氷づくり） 

２ 実施社会福祉協議会 久喜市社会福祉協議会 

３ 協力団体 ふれあいデイサービスセンター鶴寿 

４ 活動年月日 令和７年７月２４日、８月４日～８月８日 

５ 活動場所 ふれあいデイサービスセンター鶴寿 

６ 内容 
高齢者デイサービスで利用者さんと一緒に、七夕飾りづくりや 

かき氷づくりを通じて交流を行う。 

７ 活動の様子 

 

 

【七夕飾りづくり】 
ふれあいデイサービスセンター鶴寿の

利用者のみなさんと七夕飾りづくりを

行いました。 

フランスからの参加者もおり、多国籍

の交流となりました☆彡 

フランスには“七夕”という文化はな

いようで、日本の文化に触れて「良い

経験ができました！フランスに帰って

みんなに話したい！」 

と言っていただきました！ 

【かき氷づくり】 
 

ふれあいデイサービスセンター鶴寿で

かき氷づくりを行いました。 

小学生から高校生までたくさんの方が

参加してくれて、氷を削ったり、かき

氷を運びながら交流していました。 
 

利用者の方からは「子どもたちと 

話せて元気が出た」などの声をいた 

だき、参加者の方たちにとっても 

普段なかなか接する機会のない世代 

の方々と交流できる貴重な経験に 

なったと思います。 

～参加者の方から～ 

・利用者の方も、職員さんも、とても優しく接していただいて、配膳する私が笑顔になりました。 

・皆さん元気いっぱいでとても楽しい時間になりました。かき氷の機械がとても本格的でワクワクしま

した♡皆さんかき氷を持っていくとお礼を言ってくれて嬉しかったです！ 

・おかわりを沢山していてとても和みました。 

・皆さん優しくて、一緒に折り紙もできて、参加出来て良かったです。とても楽しかったです。 

また来てねと言ってもらえて嬉しかったです。       などといった感想をいただきました！ 



令和７年度彩の国ボランティア体験プログラムレポート 

１ プログラム名 高校生・学生のための介護体験講座 

２ 実施社会福祉協議会 久喜市社会福祉協議会 

３ 協力団体 鶴寿荘介護老人福祉施設・鶴寿荘デイサービスセンター 

４ 活動年月日 令和７年８月３日 

５ 活動場所 鶴寿荘介護老人福祉施設・鶴寿荘デイサービスセンター 

６ 内容 
介護施設で実際に使用している介護ロボット等の体験や介護食の

試食を通じて介護を学ぶ 

７ 活動の様子 

 

 

16キロのペットボトル

も負荷なく簡単に持ち

上げることができる！ 

利用者への負担を少な

く持ち上げ、移動でき

ることが分かった！ 

～ 介 護 食 の 試 食 ～ 

～参加者の方から～ 
 

・介護機器や調理の方法など、現場を見ないと分からない部分が多くありました。 

・介護の身近な問題についてより関心を持つ良い機会になりました。 

・自分の知らない介護ロボットや介護食がどういうものか知ることができました。介護食では

ミキサー食でも味が変わらないことは当たり前のことと聞き、興味深かったです。 

・しゃがむこともできるマッスルスーツが開発、実用化されたら、今後の現場でとても役に 

立つと感じました。 
 

 などといった感想をいただきました！ 

介護施設の概要や認知症について 

学びました。 

介護ロボット等の体験を通じて、 

介護について理解を深めました。 

介護食の試食では栄養士から説明を受け、

４段階の普通食からミキサー食と補助食

の試食を行いました。 

将来、医療関係の仕事に就くことを目指している。 
 

プログラミングを通じて福祉と関わっていきたい。 
といった参加者の声もありました☆ 



令和７年度彩の国ボランティア体験プログラムレポート 

１ プログラム名 ユーチューバーになってボランティア情報配信 

２ 実施社会福祉協議会 久喜市社会福祉協議会 

３ 協力団体 介護すまいる館・久喜点字サークルぎんなん 

４ 活動年月日 令和７年７月２８日、８月５日 

５ 活動場所 ふれあいセンター久喜 

６ 内容 
YouTubeくき社協ちゃんねるのインタビュアーとして 

ボランティアの情報配信をする。 

７ 活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【ユニバーサルデザインや介護用品を知ろう】 
 

介護すまいる館からお借りしたユニバーサルデザイン

について学び、用具の紹介や参加者へのインタビューを

通じてユーチューバー体験をしていただきました。 
 

YouTube【くき社協ちゃんねる】にて 

当日の様子を配信しています。 

体験してみて 

どうでしたか？ 

点字を始めた

きっかけを教

えて下さい！ 

くき社協ちゃんねる

ユーチューバーの 

私たちも点字を 

学びました！ 

エレベーターの

中でも点字を 

見つけました！ 

～参加者の方から～ 
 

・ユーチューバー体験を通じて、いろいろなユニ

バーサルデザインを見ることができたことが印

象に残りました。 

・点字のことをいろいろと学び、点字を書くのも

大変なんだということが分かりました。 

・またユーチューバー体験をやりたいです。 
 

などといった感想をいただきました！ 

【点字を知ろう＆探そう＆書こう】 
 

久喜点字サークルぎんなんさんにご協力いた

だき、点字について学びました。実際に点字を

書いて点字の名刺づくりやふれあいセンター

内の点字を探して回りました。 

エレベーターや階段の手すり、多目的トイレ、

自動販売機など身近なところにある点字を見

つけていて、関心を持って参加してくれている

様子が印象的でした！ 

 

私たちの写真は３枚とも 

個人ボランティアの方が 

撮影してくれました！ 

https://www.youtube.com/channel/UC3V1hcD4SrrehTaG0Q1FHCw


令和７年度彩の国ボランティア体験プログラムレポート 

１ プログラム名 なかよし保育体験 

２ 実施社会福祉協議会 久喜市社会福祉協議会 

３ 協力団体 社会福祉法人あやめ学園 あやめ保育園 

４ 活動年月日 令和７年７月２９日・３０日 

５ 活動場所 社会福祉法人あやめ学園 あやめ保育園 

６ 内容 
子どもたちと一緒に遊んだり、お昼ごはんを一緒に食べたりし

て、保育士の仕事を体験する。 

７ 活動の様子 

 

 

 

～参加のきっかけ～ 
 

・小さい子と関わることが好きなため 

・保育関係に携わろうと考えているため 

・将来の夢として幼稚園の先生を考えているため 

 

はじめは緊張した

様子が見られました

が、活動を通して子ど

もたちと積極的に関

わっていく姿が印象

的でした。 

～参加者の方より～ 
 

・子どもに丁寧に寄り添い、一人一人の気持ちを尊重する言葉遣いや行動が 

とても印象に残っています。 

・将来、保育関係の仕事を考えているため、とても参考になりました。今後 

の学習にも活かしていきたいです。 

・子どもたちと遊ぶ時間はとても楽しかったです。楽しみながらも子どもと 

どのように接したら良いか、たくさん学ぶことができました。 
 

＊プログラム最後の質疑応答の時間にて業務内容や子どもとの関わり、声かけ 

について質問する参加者の方が多くいました。 



令和７年度彩の国ボランティア体験プログラムレポート 

１ プログラム名 介護予防で健康な毎日を 

２ 実施社会福祉協議会 久喜市社会福祉協議会 

３ 協力団体 社会福祉法人元気村 特別養護老人ホーム しょうぶ翔裕園 

４ 活動年月日 令和７年８月２９日(金) 

５ 活動場所 菖蒲行政センター 第 3 集会室 

６ 内容 
健康維持や介護予防について学び、地域の中で介護予防におけ

るリーダー的役割を担う方々を増やしていく。 

７ 活動時の様子                             

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

当日は、しょうぶ翔裕園の職員

の方々による介護予防体操や講座

（コグニサイズについて）を行い

ました。 

運動や講座だけでなく身体（筋

肉・骨）の構造や仕組み等について

のお話もあり、とても勉強になり

ました。 

～参加者より～ 
 

・どこの筋肉の運動なのか意識することでより効果的に運動することできる 

という話が、印象に残りました。 

・頭と身体を動かすことで難しさもあったが、その分楽しく運動できました。 

・普段使っていない筋肉を使って身体がすっきりしました。 

・今後の活動にも生かしていきたい。 

どんな人が参加…？ 

・はつらつ運動教室のリーダー、メンバー 

・体操が好きな方 

・介護予防に興味のある方 



令和７年度彩の国ボランティア体験プログラムレポート 

１ プログラム名 子ども食堂活動体験 

２ 実施社会福祉協議会 久喜市社会福祉協議会 

３ 協力団体 きっちん・こすもす 

４ 活動年月日 令和７年７月２６日(土) 

５ 活動場所 鷲宮東コミュニティセンター(さくら) 

６ 内容 子ども食堂と SDGｓについて学び、参加者と交流を行う。 

７ 活動時の様子                             

 
 

  
 

 
 

 

～参加者の方から～ 
 

「来場された子ども達が笑顔になって帰っていく子ども食堂で活動出来たことは貴重

な体験になりました。また参加したいです」との感想をいただきました。 

色々な小物バック

が出来ました♪ 

みんな上手に作っ

ているなぁ！ 

おいしいお弁当

ですよ～☆ 

きっちん・こすもすの活動内容～ 
 

 きっちん・こすもすは、世代や障害を

越えたコミュニティを求め、「みんなが

幸せになるレストラン」を目指していま

す！ 

内容 

・子ども無料の子ども食堂 

・学習支援 

・フードパントリー     

・フードドライブ 

 

 ～今回の活動内容～ 

５名の学生が参加されました。参加者に

は A4 サイズのクリアファイルを使用した小

物バックの作成やお弁当等の配布を体験し

ていただきました。 

 子ども食堂を通して、子どもの居場所や地

域作りの支援を行うことができました。 

 



令和７年度彩の国ボランティア体験プログラムレポート 

１ プログラム名 夏のレクリエーションのお手伝い 

２ 実施社会福祉協議会 久喜市社会福祉協議会 

３ 協力団体 地域密着型通所介護事業所 喜びの里鷲宮 

４ 活動年月日 令和 7年 8月 7日（木） 

５ 活動場所 地域密着型通所介護事業所 喜びの里鷲宮 

６ 内容 
介護施設で介護について学ぶとともに、利用者さんと一緒にレク

リエーションを楽しむ。 

７ 活動の様子 

当日は、中学生のボランティア 3名が輪投げ、射的、ヨーヨー釣りを担当しました。 

 

 

参加のきっかけは… 

・「学校から勧められて…」 

・「去年も参加して楽しかったから！」 

・「夏休みなのでいつもと違うことをしてみたかった」 

 と、それぞれ☆彡 

 

 

 

                   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

感想を聞いたところ… 

・「楽しかった！」 

              ・「見た目ではわからない、目の見えにくさや 

耳の聞こえにくさがあることがわかった」 

              ・「お年寄りからいい言葉をたくさんもらった」 

参加者にとって、貴重な体験となったようです＾＾ 

 

 

ヨーヨー釣り 

輪投げ 射的 

見えづらいかな？手を出しすぎるのも悪い

かな…声のかけ方って難しいな。 

当たれー！ 

がんばって！ 
普段あまりお年寄りと話す機会は 

ないけど、一緒にゲームをすると 

話が弾みました！ 



夏の暑さを吹き飛ばせ！ 

納涼会お手伝いの２日間 

納涼会準備の様子 8/8 

作った物を使う人たちへ 

納涼会当日の様子 ８/21 

令和７年度彩の国ボランティア体験プログラムレポート 

１ プログラム名 久喜市くりの木ボランティア①② 

２ 実施社会福祉協議会 久喜市社会福祉協議会 

３ 協力団体  

４ 活動年月日 令和 7年８月８日、２１日 

５ 活動場所 久喜市くりの木 

６ 内容 レクリエーション、装飾グッズを作ろう、納涼会の手伝い 

７ 活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 生活介護事業を行っている久喜市くりの木で、８月２１日に納涼会の行事が行われま

した。８月８日、納涼会に向けての室内装飾グッズとレクリエーショングッズ作成のた

め小学生２名をボランティアとして募集しました。 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         当日は中学生２名と８月８日に 

                        参加した内の一人が「自分が作っ 

                        たものがどうなったか気になって 

                        ました」と、当日も手伝いに来て 

                        くれました。 

                         行事後、感想を聞くと「夢中で 

                        頑張りました」と魚釣りゲームで 

                        利用者さんが釣った魚を戻したり 

                        回収したり頑張ったことを話して 

                        くれました。今後も何か手伝える 

                        ことがあればと小学２年生のボラ 

                        ンティアが誕生しました。 

                         地域の小さなボランティアが誰 

                        かの大きな力になると感じた２日 

                        間でした。 

 

 
 

 

 

 

 

 


